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芸豊 質 問 項 目 因 子 負 荷 曳 共通性I Ⅱ Ⅲ ⅠⅤ Ⅴ
6 将来のことを考えると気がめいってしまうo .5442 .1419 -.1244 .2293 .3401 .5000
27 あまりに多くの生き方があるので,どのように生きればよいかわからないo .5074 .0664 -.1808 .0599 .1509 .3209
20 私は,たよりにならない人間である○ .4921 -.1300 .1508 .1171 .0031 .2955
12 今の世の中で,自分にできることはほとんどないo .4568 -.1289 -.1014 .1858 .1142 .2831
13 責任を持たされると,不安な気持になるo .4459 -.0484 .0674 .0128 .0852 .2131
5 人生の意味がほんとうにあるかどうか迷うことが多いo .4210 .1274 .0562 .0643 .2141 .2466
24 試験の前になると,失敗するのではないかと不安になるo .3768 .1074 -.1074 -.0490 .2084 .2109
21 毎日しなければならないことが多くて,いらいらするo .3630 -.1490 -.1930 .2724 .0813 .2720
22 何か完成するためには,多少のギセイはつきものである○ .2785 -.0260 .0067 .0840 -.0370 .0867
19 人は本当のところ友情あつく,助けあうものである○ .0200 .5453 .0724 .0472 -.0765 .3111
15.私たちの住んでいる社会は,結局は友情からなっているo .0870 .4812 -.1343 -.0904 -.0607 .2690
30 日的さえよければ,多少の患いことはゆるされるo .1727 -.4391 -.0787 .1570 -.0750 .2591
17 罪にとわれなければ,何をしてもよい○ - 0325 -.4339 一.2088 .3496 .0655 .3594
25 世の中にはいろんな考えがあり,人の生き方は決まっていないo 一.0066 .3877 .1993 .0930 -.0529 .2015
1.ほんとうの友をみつけるのはやさしいo ･.0578 -.1478 -.5537 -.0204 -.1389 .3515
23 運がよくなければ;.いい成蹄はほとんどとれないo .2712 -.2756 一.5442 0481 .0860 .4554
9 自分の得になるから,人と人はつながりをもつのである○ .1596 -.0497 -.4672 ･.1207 .1242 .2762
26 すなおであればいつでも友をみつけることができるo -.1289 .2561 -.3669 -.0033 -.1239 .2322
3 さびしいと思う人はほとんどいないo 一.0728 -.0223 -.3291 .0532 一.0674 .1215
14 努力したつてムダだと思うことがよくある○ .2904 -.2478 -.3282 .2226 .1863 .3377
28 人の考え方はしばしば変るので,あまりあてにできないo .1971 -.0087 -.0785 .4872 .0330 .2835
11 なかのよい人でも腹の中はわからないo .1160 -.0205 .0642 .4468 .3103 .3139
2 今の世の中に,たよりになるものは何もないo .0981 -.1307 .0049 .4405 .2206 .2694
16 今の世の中では何もかも決められており,自分のことですら選べることは少ないo .3664 -.0541 -.0929 .4034 .0098 .3086
8 私たちの人生は,機械の歯車にすぎない○ .3458 .0640 -.2274 .3984 .1228 .3492
18 私は,たいていのことには,なやまされない○ -.2009 .0623 -.2357 .2550 -.1837 .1986
10 自分はのけものにされていると思うことがあるo .0984 -.0784 .0799 .1607 .6799 .5103
4 ときどきだれかに利用されているような気がするo .0615 -.0269 -.1145 .1277 .5677 .3562
7 ときどきひとりばっちのような気がするO .1784 -.0759 1730 -.0416 .5662 .3898
































表2 第 Ⅰ因子(自信の欠如)の性 ･学年につい
てのM･SD
表3 第 Ⅰ因子(自信の欠如)の性 ･学年につい
ての分散分析表
変 動 因 SS df MS F
性 32.806 1 32.806 1.44
学 年 75.028 2 37.514 1.65
交互作用 58.823 2 29.412 1.29
誤 差 6240.223 274 22.775
蓑4 第Ⅱ因子(利己的傾向)の性 ･学年につい
てのM･SD
学年 男 子 女 子






変 動 因 SS df MS F
性 2.754 1 2.754
学 年 29.753 2 14.877
交互作用 28.771 2 14.386





学年 男 子 女 子






変 動 因 SS df MS F
性 1C6.178 1 1C6.178 14.53 斗 米 キ
学 年 13.652 2 6.826 .93
交互作用 12.853 2 6.427 .88







変 動 因 SS df MS F
性 52.997 1 52.997 4.48*
学 年 27.990 2 13.995 1.18
交互作用 1.429 2 .715 .06





































学年 男 子 女 子






変 動 因 SS df MS F
性 60.244 1 60.244 4.15井
学 年 44.768 2 22.384 1.54
交互作用 45.393 2 22.697 1.56










































































































祖 父 母 両親の共働 き さようだ い数 出 生 鵬 位 同性のさようだい
同 居 非同居 有 無 1人 2-6人 長 子 非長子 有 無
(N-22)(N-77(N-42)(N-52)N-10)(N-89)(N-56)(N-43)(N-53)(N-46)
10.59 10.03 10.21 10.10 6.50 10.55 9.68 10.74 ll.64 9.15
(3.70)(4.94) (5.05)(4.52) (2.80)(4.67) (4.59)(4.73) (4.61)(4.56)
0.489 0.110 -2.664榊 -1.112 2.039★
4,18 3.66 3.52 4.08 2.90 3.88 3.73 3.84 3.92 3.61
(1,61)(2.45) (2.26)(2.30) (2.21)(2.29) (2.44)(2.10) (2.23)(2.36)
0.933 -1.201 -1.276 -0.055 0.670
5.45 5.68 5,71 5.63 4.80 5_73 5.43 5.91 5.75 5.50
(1.97)(2.33) (2.10)(2.40) (1.60)(2.30) (2.00)(2.52) (2.40)(2.06)













5.55 7,17 7.14 7.35 6.90 7ー28 7.16 7.19 7.17 7.33
(2.69)(3.47) (3.43)(3.20) (4.04)(3.23) (3.19)(3.62) (3.04)(3.61)
-2.010* -0.303 -0.340 -0.043 -0.239
7.36 6,88 6.79 6.96 5.80 7ー12 6.54 7.58 7.36 6.57
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